
味
で
あ
る
。
発
陳
湯
、
栄
陽
湯
を
除
き
、
他
の
薬
方
の
薬
味
構
成
数

は
関
根
家
十
九
方
が
多
い
。
関
根
家
十
九
方
は
、
こ
の
こ
と
か
ら
古

方
派
よ
り
も
後
世
方
派
的
で
あ
り
、
鉱
物
系
の
薬
味
も
多
く
、
実
証

さ
ら
に
今
回
薬
味
構
成
に
つ
い
て
も
両
者
を
比
較
し
、
ま
た
、
富

士
川
勝
氏
の
論
文
と
の
比
較
検
討
も
行
っ
た
。

（
日
本
歯
科
大
学
）

に
用
い
る
薬
方
と
考
え
ら
れ
る
。

８
葛
根
湯
と
歯
痛
に
つ
い
て

葛
根
湯
は
、
漢
方
湯
液
療
法
に
お
い
て
繁
用
さ
れ
て
い
る
処
方
の

一
つ
で
あ
る
。
演
者
ら
は
葛
根
湯
エ
キ
ス
製
剤
を
、
急
性
化
膿
性
歯

髄
炎
の
九
歳
’
七
二
歳
の
患
者
一
三
五
例
に
「
①
温
水
痛
が
あ
る
、

②
肩
こ
り
を
有
す
る
、
③
腹
証
に
よ
り
、
大
塚
の
謄
上
点
に
圧
痛
を

認
め
る
。
」
と
い
う
証
を
目
安
に
投
与
し
た
と
こ
ろ
、
一
二
六
例
で
何

ら
か
の
疹
痛
改
善
が
認
め
ら
れ
た
。
ま
、
た
、
口
内
炎
、
歯
肉
炎
、
歯

周
炎
、
開
口
障
害
な
ど
に
お
い
て
も
、
有
効
性
が
認
め
ら
れ
る
治
験

例
を
得
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
シ
ム
ラ
医
療
用
漢
方
製
剤
の
効
果
効

能
の
記
載
事
項
で
は
、
「
自
然
発
汗
が
な
く
、
頭
痛
、
発
熱
、
悪
寒
、

肩
こ
り
等
を
伴
う
比
較
的
体
力
の
あ
る
も
の
の
次
の
諸
症
《
感
冒
、

鼻
か
ぜ
、
熱
性
疾
患
の
初
期
、
炎
症
性
疾
患
（
結
膜
炎
、
角
膜
炎
、

中
耳
炎
、
扁
桃
腺
炎
、
乳
腺
炎
、
リ
ン
・
〈
腺
炎
）
、
肩
こ
り
、
上
半

○
Ｄ
西
巻
明
彦
・
身
屋
代
正
幸
・
的
小
林
一
日
出
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し
か
し
江
戸
時
代
、
有
持
桂
里
の
『
稿
本
方
輿
覗
』
『
校
正
方
輿

覗
』
で
は
、
歯
痛
に
葛
根
湯
を
用
い
る
こ
と
が
記
さ
れ
、
現
代
に
お

い
て
も
大
塚
敬
節
氏
ら
の
『
漢
方
診
療
医
典
』
、
矢
数
道
明
氏
の
『
漢

身
の
神
経
痛
、
菫
麻
疹
。
」
が
挙
げ
ら
れ
、
何
ら
口
腔
疾
患
に
つ
い

て
は
述
べ
ら
れ
て
い
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、
医
学
領
域
に
比
べ
歯
科

医
学
領
域
が
、
伝
統
医
学
に
対
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ
が
遅
れ
て
い
る
た

め
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
こ
で
演
者
ら
は
い
つ
頃
よ
り
葛
根
湯
が
歯
科
領
域
の
臨
床
に
お

い
て
歯
痛
に
ど
の
よ
う
に
用
い
ら
れ
て
き
た
か
を
文
献
を
検
索
し
、

検
討
を
行
っ
た
の
で
報
告
す
る
。

葛
根
湯
は
、
太
陽
病
の
代
表
的
薬
方
で
原
典
で
あ
る
『
傷
寒
論
』

に
は
、
「
太
陽
病
、
項
背
強
雷
ハ
ル
コ
ト
几
几
汗
ナ
ク
、
風
ヲ
悪
ム
ハ
、

葛
根
湯
之
ヲ
主
ル
・
」
、
「
太
陽
卜
陽
明
ノ
合
病
〈
、
必
《
ス
自
ラ
下
痢

ス
。
葛
根
湯
之
ヲ
主
ル
・
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、
歯
痛
そ
の
も

の
に
は
ふ
れ
ら
れ
て
い
な
い
。
山
田
平
太
氏
の
『
明
治
前
日
本
ロ
歯

科
史
』
に
お
い
て
は
、
創
始
時
代
か
ら
江
戸
時
代
ま
で
の
薬
方
が
述

べ
ら
れ
て
い
る
が
、
葛
根
湯
に
つ
い
て
の
項
目
は
記
さ
れ
て
い
な

い
。
ま
た
、
川
上
為
次
郎
氏
の
『
歯
科
医
学
史
』
に
お
い
て
も
同
様

い
。
ま
《

で
あ
る
。

方
処
方
解
説
』
で
同
様
な
治
療
法
が
記
さ
れ
て
い
る
。
山
田
氏
は
前

述
の
著
書
の
中
で
、
口
中
医
の
処
方
は
江
戸
時
代
に
お
い
て
、
前
の

時
代
と
変
化
が
な
い
と
述
べ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
葛
根
湯
を
歯
痛
に

用
い
る
治
療
法
は
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
、
今
日
で
言
う
医
学
領
域
で

発
展
し
て
き
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
医
科
歯
科
二

元
論
の
芽
が
す
で
に
こ
の
時
代
か
ら
も
潜
在
的
に
存
在
し
て
い
た
と

考
え
ら
れ
る
。

Ｄ
⑳
（
日
本
歯
科
大
学
）

⑳
（
池
園
歯
科
研
究
会
）
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